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新
潟
県
小
学
校
長
会　

福
利
部
長　

関　

谷　

祐　

二

試
練
の
中
、
未
来
に
向
か
っ
て

　

中
国
の
古
典
「
管
子
」
に
「
終
身
の
計
は

人
を
樹
う
る
に
如
く
は
な
し
」
と
あ
り
ま
す
。

日
々
、
人
を
育
て
る
と
い
う
崇
高
な
使
命
感

と
誇
り
を
も
ち
、
心
身
共
に
健
康
で
、
教
育

現
場
で
仕
事
に
精
励
す
る
教
職
員
の
姿
が
未

来
を
創
り
ま
す
。
し
か
し
、
教
員
志
願
者
数

の
減
少
は
、
教
職
の
魅
力
を
高
め
発
信
す
る

こ
と
が
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
未
来
社
会
の
創
り
手
、
担

い
手
の
育
成
に
献
身
的
に
関
わ
り
な
が
ら
、

自
ら
潤
い
の
あ
る
生
活
の
維
持
向
上
を
図
る

こ
と
。
そ
し
て
、
志
と
能
力
あ
る
人
材
が
教

職
を
目
指
す
社
会
を
実
現
す
る
担
い
手
と
な

る
こ
と
。
こ
う
し
た
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が

今
、
全
て
の
教
職
員
に
突
き
付
け
ら
れ
て
い

る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
超
難
題
の
解
決
に
は
、
教
員
の
待
遇

改
善
と
学
校
を
支
え
る
社
会
の
再
構
築
が
不

可
欠
で
す
が
、
年
金
制
度
を
は
じ
め
社
会
保

障
の
財
源
が
乏
し
い
中
、
教
員
の
給
与
制
度

を
め
ぐ
る
厳
し
い
現
実
が
、
難
題
さ
に
拍
車

を
掛
け
て
い
ま
す
。
こ
の
厳
し
い
試
練
に
心

折
れ
る
こ
と
な
く
、
私
た
ち
は
歩
み
続
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
校
長
会
も
、
福
利
厚

生
制
度
を
活
用
し
た
相
互
扶
助
、
共
助
の
重

要
性
を
共
通
認
識
し
、
課
題
を
共
有
し
、
福

利
厚
生
制
度
の
仕
組
み
や
内
容
の
理
解
度
、

関
心
度
の
個
人
差
や
年
層
差
を
埋
め
る
営
み

を
地
道
に
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

統
計
的
に
男
性
の
四
人
に
一
人
、
女
性
の

二
人
に
一
人
が
九
十
歳
ま
で
生
き
る
時
代
を

迎
え
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
自
身
を
含
め
、
未

来
を
創
る
教
職
員
が
、
心
身
共
に
健
康
で
あ

る
こ
と
。
仕
事
を
通
じ
て
ど
ん
な
豊
か
な
人

生
を
ど
の
よ
う
に
歩
む
か
、
生
き
方
と
働
き

方
の
具
体
的
な
構
想
を
描
く
余
裕
を
生
み
出

す
こ
と
。
そ
し
て
、
職
務
に
い
き
い
き
と
取

り
組
む
こ
と
。
こ
れ
ら
は
全
て
の
校
長
の
願

い
の
は
ず
で
す
。
校
長
自
ら
が
先
導
役
と
な

り
、
教
職
の
魅
力
を
教
職
員
の
姿
で
世
間
に

粘
り
強
く
発
信
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

�

（
長
岡
・
三
島　

表
町
小
学
校
）

甲　

斐　

浩　

之

全
連
小
・
秋
田
大
会
報
告

　

第
七
十
一
回
全
国
連
合
小
学
校
長
会
研
究

協
議
会
秋
田
大
会
が
、
十
月
十
七
日
・
十
八

日
の
両
日
、
秋
田
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

全
国
か
ら
二
千
三
百
名
の
会
員
が
集
ま
り
、

新
潟
県
か
ら
も
四
十
六
名
が
参
加
し
た
。

　

大
会
主
題
「
新
た
な
知
を
拓
き　

人
間
性

豊
か
な
社
会
を
築
く　

日
本
人
の
育
成
を
目

指
す
小
学
校
教
育
の
推
進
」
は
第
六
十
五
回

三
重
大
会
か
ら
受
け
継
が
れ
、
実
践
と
提
言

が
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
秋
田
大
会
を
こ
れ

ま
で
の
研
究
を
総
括
し
、
新
た
な
研
究
主
題

で
開
催
さ
れ
る
京
都
大
会
へ
の
展
望
を
明
ら

か
に
す
る
大
会
と
し
て
位
置
付
け
、
副
主
題

は
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
志
を
も
っ
て
自
ら

新
し
い
社
会
を
切
り
拓
く
子
ど
も
を
育
て
る

学
校
経
営
の
推
進
」
と
設
定
し
開
催
さ
れ
た
。

　

一
日
目
の
午
前
は
、
開
会
式
の
後
、
文
部

科
学
省
大
臣
官
房
審
議
官
の
矢
野
和
彦
氏
よ

り
、
新
し
い
時
代
の
初
等
中
等
教
育
の
在
り

方
、
教
育
の
情
報
化
推
進
、
学
校
に
お
け
る

働
き
方
改
革
の
推
進
等
に
つ
い
て
詳
し
い
説

明
が
あ
っ
た
。

　

午
後
は
、
五
領
域
十
三
分
科
会
に
分
か
れ

て
研
究
協
議
が
行
わ
れ
た
。
各
分
科
会
の
主

旨
や
研
究
の
視
点
及
び
発
表
内
容
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
事
前
に
読
み

込
ん
で
の
参
加
と
な
っ
た
。
校
長
の
果
た
す

べ
き
役
割
と
指
導
性
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、

大会の概要

グ
ル
ー
プ
で
の
協
議
を
深
め
た
。

　

二
日
目
の
全
体
会
で
は
、
研
究
協
議
の
ま

と
め
が
確
認
さ
れ
た
。
研
究
領
域
は
違
う
も

の
の
、
共
通
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
、
重
要
性
と

し
て
は
次
の
二
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

一　

明
確
な
経
営
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

二　

学
校
と
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働

　
　
　

情
報
共
有
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

　

そ
の
後
、
八
項
目
の
決
意
が
大
会
宣
言
と

し
て
確
認
さ
れ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
佐
々
木
常
夫
氏
（
元

株
式
会
社
東
レ
経
営
研
究
所
社
長
）、
橋
本

五
郎
氏
（
読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員
）、
丑

田
香
澄
氏
（
内
閣
官
房
ふ
る
さ
と
活
性
化
支

援
チ
ー
ム
委
員
）
の
三
氏
に
よ
る
「
ふ
る
さ

と
・
志
・
未
来
創
造
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ

た
。「
子
ど
も
た
ち
に
は
、
自
立
す
る
力
を

身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
」「
校
長
は
何
が
必

要
か
、
不
必
要
か
の
基
準
を
示
し
、
先
生
方

を
授
業
に
集
中
さ
せ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を

高
め
る
こ
と
」
と
の
提
言
を
い
た
だ
い
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
次
期
研
究
協
議
会
が
、
京

都
府
で
開
会
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
、
本
大

会
を
終
了
し
た
。

�

（
五
泉
・
東
蒲　

村
松
小
学
校
）
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佐　

藤　

和　

彦

小
野
沢　

謙　

一

関
ブ
ロ
・
千
葉
大
会
報
告

関
ブ
ロ
・
千
葉
大
会
提
案
発
表

　

第
七
十
一
回
関
東
甲
信
越
地
区
小
学
校
長

研
究
協
議
会
千
葉
大
会
が
、
千
葉
市
を
会
場

に
六
月
十
三
日
・
十
四
日
の
二
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
総
数
は
一
都
九
県
か

ら
千
三
百
名
を
超
え
、
本
県
か
ら
は
四
十
六

名
が
参
加
し
た
。

　

本
年
度
は
、
平
成
二
十
五
年
度
よ
り
引
き

継
い
で
き
た
全
連
小
大
会
主
題
「
新
た
な
知

を
拓
き　

人
間
性
豊
か
な
社
会
を
築
く　

日

本
人
の
育
成
を
目
指
す
小
学
校
教
育
の
推

進
」
の
も
と
で
行
う
最
後
の
大
会
で
あ
っ
た
。

そ
の
主
題
が
示
す
理
念
の
具
体
化
と
研
究
の

集
大
成
を
目
指
し
て
、
副
主
題
「
豊
か
な
発

想
力
や
創
造
性
を
身
に
付
け　

多
様
な
人
々

と
協
働
し
な
が
ら　

未
来
を
拓
く
子
ど
も
を

育
む
学
校
経
営
」
が
設
定
さ
れ
、
校
長
の
役

割
と
責
務
、
指
導
性
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

大
会
一
日
目
は
、
開
会
行
事
と
記
念
講
演

が
行
わ
れ
た
。
鬼
澤
真
寿
関
東
甲
信
越
地
区

小
学
校
長
会
連
絡
協
議
会
長
は
、「
予
測
困

難
か
つ
急
激
な
変
化
の
社
会
を
生
き
抜
く
力

の
育
成
に
向
け
て
、
校
長
自
ら
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
課
題
解
決
に
邁
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
挨
拶
さ
れ
た
。
ま
た
、

中
澤
泰
藏
実
行
委
員
長
は
、「
新
学
習
指
導

要
領
の
全
面
実
施
や
働
き
方
改
革
等
、
教
育

の
新
た
な
時
代
を
校
長
は
真
摯
に
受
け
止
め
、

一　

提
案
主
題
及
び
副
題

「
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
を
目
指
し
た

円
滑
な
組
織
運
営
」

　

～
心
の
教
育
の
充
実
を
推
進
す
る
学
校
経
営
～

二　

研
究
の
概
要

㈠　

学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
焦
点
化

　

�　

課
題
解
決
の
た
め
に
連
携
・
協
働
を
図

る
キ
ー
ワ
ー
ド
を「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
七
葉
」

と
し
、
意
図
的
に
こ
の
合
言
葉
を
使
用
し
、

様
々
な
教
育
活
動
を
進
め
て
い
る
。

㈡　

校
務
分
掌
の
見
直
し

　

�　

全
職
員
の
参
画
意
識
を
高
め
、
主
体
的

に
校
内
研
究
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
研
究
組

織
を
見
直
し
た
。「
人
権
教
育
、
同
和
教

育
部
」
と
「
学
力
向
上
部
」
の
二
つ
を
繋

ぐ
「
研
究
推
進
部
」
を
設
置
し
、
研
究
を

推
進
し
て
い
る
。

㈢　

地
域
と
の
連
携
に
よ
る
取
組

　

�　
「
七
葉
の
明
日
を
語
る
会
」
を
年
一
回
（
十

二
月
）
実
施
。
参
加
者
は
、
教
職
員
、
地
域

代
表
（
自
治
会
長
等
）、
中
学
校
長
、
保
育

園
長
、児
童
代
表
、中
学
生
代
表
（
卒
業
生
）

な
ど
約
五
十
人
。
趣
旨
は
、「
笑
顔
あ
ふ
れ

る
七
葉
」
の
実
現
を
目
指
し
話
し
合
う
。

改
革
・
改
善
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
挨
拶
さ
れ
た
。

　

続
く
記
念
講
演
で
は
、
千
葉
工
業
大
学
未

来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
の
古

田
貴
之
氏
が「
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
と
未
来
社
会
」

と
題
し
、
自
ら
開
発
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
紹

介
を
軸
と
し
な
が
ら
、
未
来
社
会
に
つ
い
て

プ
レ
ゼ
ン
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

二
日
目
は
、
五
領
域
十
二
分
科
会
、
二
十

四
分
散
会
に
分
か
れ
て
提
言
・
協
議
が
行
わ

れ
た
。
本
県
か
ら
は
二
名
が
発
表
し
た
。
新

発
田
市
立
七
葉
小
学
校
長
が
「
組
織
・
運
営

分
科
会
」
に
お
い
て
「
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン

の
実
現
を
目
指
し
た
円
滑
な
組
織
運
営
」
に

つ
い
て
、
燕
市
立
吉
田
北
小
学
校
長
が
「
国

際
理
解
教
育
分
科
会
」
に
お
い
て
「
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
の
中
で
様
々
な
人
と
つ
な
が
り
、

共
に
生
き
る
児
童
の
育
成
」
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
提
言
し
た
。

　

各
分
散
会
で
は
、
都
県
は
違
え
ど
校
長
が

抱
え
る
悩
み
や
課
題
は
共
通
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
、
校
長
と
し
て
の
決
意
を
新
た

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

最
後
に
、
第
七
十
二
回
関
ブ
ロ
大
会
が
茨

城
県
水
戸
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
、

本
大
会
が
終
了
し
た
。

�

（
加
茂
・
南
蒲　

加
茂
南
小
学
校
）

大会の概要

大会の概要

㈣�　

中
学
校
区
（
二
小
一
中
）
に
よ
る
取
組

　

�　

中
学
校
区
の
推
進
校
と
し
て
の
自
覚
を

も
つ
全
教
職
員
は
、
三
校
共
通
「
人
権
学

習
」
年
間
指
導
計
画
、「
人
権
教
育
、
同

和
教
育
学
習
」
指
導
計
画
一
覧
表
を
作
成

し
、
取
組
を
推
進
し
て
い
る
。

三　

成
果
と
課
題
を
受
け
た
提
言

㈠�　

校
長
は
、
地
域
と
学
校
の
課
題
を
的
確

に
把
握
し
な
が
ら
、
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン

を
焦
点
化
し
、
教
職
員
、
保
護
者
、
地
域

に
浸
透
さ
せ
、
共
有
化
を
図
り
な
が
ら
学

校
経
営
を
進
め
て
い
く
。

㈡�　

校
長
は
、
教
職
員
の
協
働
・
参
画
意
識

を
高
め
る
た
め
に
、
課
題
解
決
の
見
通
し

を
明
確
に
示
し
、
具
体
策
を
全
教
職
員
が

共
有
化
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
中
で
、

教
職
員
の
職
能
向
上
を
図
り
、
仕
事
へ
の

意
欲
を
高
め
な
が
ら
、
自
己
有
用
感
、
自

己
肯
定
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

　
「
働
き
方
改
革
と
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の

浸
透
は
切
り
離
せ
な
い
」
と
の
助
言
を
常
に

心
に
留
め
て
い
る
。

�

（
新
発
田
・
北
蒲　

七
葉
小
学
校
）
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ヒスイ

縄文後期のムラ

縄文晩期の建物

耳
取
遺
跡

　
　
　
～
丘
の
上
の
住
み
よ
い
ム
ラ
～

川　

崎　

英　

郎

◇
耳
取
遺
跡
と
は

　

耳
取
遺
跡
は
、
見
附
市
南
部
、
長
岡
か
ら

続
く
東
山
丘
陵
が
刈
谷
田
川
で
途
切
れ
る
あ

た
り
の
、
標
高
七
十
ｍ
ほ
ど
の
丘
陵
の
平
坦

地
に
あ
る
縄
文
時
代
の
遺
跡
で
す
。

　

明
治
初
期
に
開
墾
さ
れ
土
器
や
石
器
が
出

る
こ
と
か
ら
、
明
治
三
十
年
代
以
降
調
査
が

行
わ
れ
、
専
門
家
の
間
で
は
遺
跡
と
し
て
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
四
十
二
年
の
発
掘
調
査
、

六
十
二
年
に
は
民
間
の
開
発
計
画
に
伴
う
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
、
全
体
と
し
て
は
七
万
二

千
㎡
の
広
さ
を
有
す
る
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
、
開
発
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
二
十
三
年
か
ら
本
格
的
な

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
平
成
二
十
七
年
に
国

指
定
の
遺
跡
と
な
り
ま
し
た
。

◎
特
徴
１　

使
わ
れ
て
い
た
期
間
が
長
い

　

耳
取
遺
跡
全
体
で
は
、
縄
文
時
代
の
区
分

の
中
で
は
一
番
古
い
草
創
期
か
ら
、
弥
生
時

代
以
前
期
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。（
縄
文
時
代
早
期
の
み
未
発
見
）
長

い
長
い
縄
文
時
代
を
通
し
て
使
わ
れ
続
け
た

遺
跡
で
す
。

　

さ
ら
に
、
近
隣
に
は
旧
石
器
時
代
か
ら
中

世
ま
で
の
遺
跡
も
存
在
し
て
い
ま
す
。

◎
特
徴
２　

主
な
遺
構
が
重
な
っ
て
い
な
い

　

長
い
期
間
使
わ
れ
た
遺
跡
で
す
が
、
特
に

①
縄
文
中
期
、
②
縄
文
後
期
、
③
縄
文
晩
期

の
三
つ
の
時
期
の
集
落
跡
が
中
心
で
す
。
こ

の
三
つ
の
時
期
の
集
落
跡
が
、
中
央
部
・
西

側
・
東
側
と
少
し
ず
つ
区
域
を
異
に
し
て
い

る
た
め
前
の
時
期
の
遺
構
が
壊
さ
れ
ず
に
残

っ
て
い
ま
す
。

◎
特
徴
３　

後
期
集
落
と
し
て
県
内
最
大
規
模

　

三
つ
の
時
期
の
集
落
跡
は
、
五
万
㎡
に
も

及
ぶ
丘
陵
中
心
部
の
平
坦
地
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
後
期
集
落
は
県
内
の
縄
文
後

期
集
落
跡
と
し
て
は
最
大
規
模
の
も
の
で
す
。

◎
特
徴
４　

貴
重
な
丘
陵
上
の
晩
期
集
落

　

縄
文
時
代
の
集
落
は
、
時
期
が
下
る
に
つ

れ
、
次
第
に
高
台
か
ら
低
い
と
こ
ろ
に
降
り

て
く
る
の
が
一
般
的
で
す
。
晩
期
の
丘
陵
上

の
遺
跡
は
珍
し
い
も
の
で
、
県
内
で
も
貴
重

な
例
で
す
。

◇
三
十
稲
場
式
土
器

　

新
潟
県
の
縄
文
土
器
と
言
え
ば
、
火
焔
型

土
器
が
有
名
で
す
。
そ
の
分
布
域
に
含
ま
れ

て
い
る
耳
取
遺
跡
か
ら
も
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
数
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

耳
取
遺
跡
で
最
も
特
徴
的
な
の
は
、
縄
文

後
期
の
三
十
稲
場
式
土
器
で
す
。

　

火
焔
式
土
器
で
有
名
な
長
岡
の
馬
髙
遺
跡

の
お
隣
、
三
十
稲
場
遺
跡
の
名
を
冠
し
た
こ

の
土
器
の
特
徴
は
鉢
形
の
口
付
近
に
輪
の
形

が
あ
る
こ
と
、刺
突
紋（
突
っ
つ
い
た
模
様
）

や
櫛
形
紋
（
櫛
で
引
っ
掻
い
た
模
様
）
が
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
、
蓋
が
あ
る
場
合
が
多
い

こ
と
で
す
。  

◇
ヒ
ス
イ
製
大
珠

　

近
年
発
見
さ
れ
、
最

も
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
、
中
期
遺
構
か
ら
発

掘
さ
れ
た
ヒ
ス
イ
製
大

珠
で
す
。
糸
魚
川
の
ヒ

ス
イ
は
、
五
千
年
も
前
か
ら
大
事
に
さ
れ
広

く
流
通
し
て
い
ま
し
た
。
耳
取
遺
跡
で
見
つ

か
っ
た
も
の
は
、
県
内
最
大
、
10
・
6
㎝
も

あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
今
後
の
研
究
を

待
ち
ま
す
が
、
こ
の
地
域
の
中
核
的
遺
跡
だ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

◇
掘
立
柱
建
物

　

中
期
遺
跡
で
見
ら
れ
る
住
居
跡
は
、
い
わ

ゆ
る
竪
穴
住
居
で
す
。

　

し
か
し
、
後
期
に
な
る
と
、
掘
り
込
み
の

確
認
で
き
な
い
楕
円
形
の
建
物
の
他
、
四
隅

に
柱
を
立
て
た
掘
立
柱
建
物
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
広
場
の
南
東
に
は
他
の
建
物

の
柱
よ
り
格
段
に
太
い
、
直
径
二
ｍ
も
の
柱

跡
が
、
一
間
×
一
間
の
正
方
形
に
並
ん
で
い

ま
す
。
上
部
構
造
は
不
明
で
す
が
、
あ
の
三

内
丸
山
遺
跡
の
や
ぐ
ら
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も

の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
晩
期
に

な
る
と
、
掘
立
柱
建

物
の
み
で
構
成
さ
れ
、

四
隅
の
柱
の
他
に
梁

を
支
え
る
柱
を
別
に

立
て
た
、
亀
甲
形
、

五
角
形
な
ど
の
建
物
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

縄
文
住
居
＝
竪
穴
住
居
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
変
え
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

　

大
変
な
暴
れ
川
の
反
面
、
豊
か
な
恵
み
を

与
え
て
く
れ
る
刈
谷
田
川
。
そ
の
ほ
と
り
の

丘
の
上
に
、
と
て
も
住
み
や
す
い
ム
ラ
が
あ

り
ま
し
た
。
縄
文
の
人
た
ち
は
、
長
い
間
そ

の
ム
ラ
で
暮
ら
し
続
け
て
い
ま
し
た
。

�

（
資
料
提
供
・
み
つ
け
伝
承
館
）

�

（
見
附　

上
北
谷
小
学
校
）

郷土　
風土記

改
革
・
改
善
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
挨
拶
さ
れ
た
。

　

続
く
記
念
講
演
で
は
、
千
葉
工
業
大
学
未

来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
の
古

田
貴
之
氏
が「
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
と
未
来
社
会
」

と
題
し
、
自
ら
開
発
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
紹

介
を
軸
と
し
な
が
ら
、
未
来
社
会
に
つ
い
て

プ
レ
ゼ
ン
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

二
日
目
は
、
五
領
域
十
二
分
科
会
、
二
十

四
分
散
会
に
分
か
れ
て
提
言
・
協
議
が
行
わ

れ
た
。
本
県
か
ら
は
二
名
が
発
表
し
た
。
新

発
田
市
立
七
葉
小
学
校
長
が
「
組
織
・
運
営

分
科
会
」
に
お
い
て
「
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン

の
実
現
を
目
指
し
た
円
滑
な
組
織
運
営
」
に

つ
い
て
、
燕
市
立
吉
田
北
小
学
校
長
が
「
国

際
理
解
教
育
分
科
会
」
に
お
い
て
「
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
の
中
で
様
々
な
人
と
つ
な
が
り
、

共
に
生
き
る
児
童
の
育
成
」
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
提
言
し
た
。

　

各
分
散
会
で
は
、
都
県
は
違
え
ど
校
長
が

抱
え
る
悩
み
や
課
題
は
共
通
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
、
校
長
と
し
て
の
決
意
を
新
た

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

最
後
に
、
第
七
十
二
回
関
ブ
ロ
大
会
が
茨

城
県
水
戸
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
、

本
大
会
が
終
了
し
た
。

�

（
加
茂
・
南
蒲　

加
茂
南
小
学
校
）

㈣�　

中
学
校
区
（
二
小
一
中
）
に
よ
る
取
組

　

�　

中
学
校
区
の
推
進
校
と
し
て
の
自
覚
を

も
つ
全
教
職
員
は
、
三
校
共
通
「
人
権
学

習
」
年
間
指
導
計
画
、「
人
権
教
育
、
同

和
教
育
学
習
」
指
導
計
画
一
覧
表
を
作
成

し
、
取
組
を
推
進
し
て
い
る
。

三　

成
果
と
課
題
を
受
け
た
提
言

㈠�　

校
長
は
、
地
域
と
学
校
の
課
題
を
的
確

に
把
握
し
な
が
ら
、
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン

を
焦
点
化
し
、
教
職
員
、
保
護
者
、
地
域

に
浸
透
さ
せ
、
共
有
化
を
図
り
な
が
ら
学

校
経
営
を
進
め
て
い
く
。

㈡�　

校
長
は
、
教
職
員
の
協
働
・
参
画
意
識

を
高
め
る
た
め
に
、
課
題
解
決
の
見
通
し

を
明
確
に
示
し
、
具
体
策
を
全
教
職
員
が

共
有
化
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
中
で
、

教
職
員
の
職
能
向
上
を
図
り
、
仕
事
へ
の

意
欲
を
高
め
な
が
ら
、
自
己
有
用
感
、
自

己
肯
定
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

　
「
働
き
方
改
革
と
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の

浸
透
は
切
り
離
せ
な
い
」
と
の
助
言
を
常
に

心
に
留
め
て
い
る
。

�

（
新
発
田
・
北
蒲　

七
葉
小
学
校
）
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連
携
を
テ
ー
マ
に
研
修
予
定
で
あ
る
。

二　

小
学
校
長
会
研
修
の
実
施

　

研
修
と
し
て
は
、
校
長
会
関
ブ
ロ
・
全
国

大
会
の
報
告
に
加
え
、
会
員
が
講
師
を
務
め
、

「
い
じ
め
」「
資
質
能
力
の
育
成
」
等
を
テ

ー
マ
に
し
て
学
び
合
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
来
年
度
は
、
五
泉
市
・
阿
賀
町
と

共
催
で
下
越
地
区
研
究
集
会
を
主
管
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

当
市
は
こ
こ
数
年
で
の
統
廃
合
が
進
み
、

以
前
の
三
分
の
二
の
学
校
数
と
な
っ
た
。
八

校
と
学
校
数
が
減
っ
た
こ
と
を
強
み
に
変
え
、

各
学
校
間
で
の
横
の
つ
な
が
り
を
強
く
速
く

も
つ
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。
校
長
会
で
は
、

各
校
の
課
題
と
解
決
策
を
共
有
す
る
場
を
設

け
て
い
る
。
情
報
共
有
す
る
こ
と
で
、
校
長

会
は
、
校
長
が
安
心
し
て
学
校
を
リ
ー
ド
す

る
た
め
の
支
え
や
拠
り
所
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
校
長
会
と
し
て
の
横
の
連

携
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
阿
賀
野
市
小
学
校

教
育
の
発
展
・
充
実
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
。

�

（
神
山
小
学
校　

磯
部　

裕
之
）

学校紹介
　

小
国
小
学
校
は
、
小
国
町
三
つ
の
小
学
校

が
統
合
し
て
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
に

開
校
し
た
。
教
育
目
標
を
「
愛　

夢　

志
∼

ふ
る
さ
と
小
国
を
愛
し
夢
に
向
か
っ
て
志
高

く
が
ん
ば
り
抜
く
子
∼
」
目
指
す
学
校
像
を

「
笑
顔
い
っ
ぱ
い　

学
び
い
っ
ぱ
い　

元
気

い
っ
ぱ
い
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
統
合

し
て
児
童
数
が
増
え
、
活
力
あ
ふ
れ
る
学
校

へ
の
地
域
住
民
の
期
待
は
大
き
く
、「
共
育

（
共
に
子
ど
も
を
育
て
る
）」
を
合
言
葉
に
、

地
域
・
保
護
者
と
協
働
し
な
が
ら
教
育
活
動

を
進
め
て
い
る
。
そ
の
一
例
を
紹
介
す
る
。

【
越
後
カ
ン
ト
リ
ー
ト
レ
イ
ル
を
授
業
日
に
！
】

　

毎
年
全
国
各
地
や
海
外
か
ら
一
〇
〇
〇
人

を
超
え
る
ラ
ン
ナ
ー
が
集
ま
っ
て
開
催
さ
れ

る
大
会
で
あ
る
。
交
流
を
通
じ
た
移
住
定
住

の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
地
域
経
済
へ
の
波
及

効
果
を
推
進
す
る
た
め
に
、
地
域
を
挙
げ
て

お
も
て
な
し
を
し
て
い
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
だ
。

地
域
の
熱
い
思
い
を
受
け
止
め
、
昨
年
度
よ

り
全
校
児
童
・
保
護
者
・
教
職
員
で
参
加
す

る
こ
と
に
し
た
。
美
し
い
小
国
の
自
然
を
満

喫
し
な
が
ら
ラ
ン
ナ
ー
と
一
緒
に
走
り
ゴ
ー

ル
を
目
指
す
。
そ
の
他
に
も
、
応
援
グ
ッ
ズ

や
完
走
賞
を
作
り
、
お
も
て
な
し
を
す
る
活

動
や
ラ
ン
ナ
ー
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
活
動
・

英
語
に
よ
る
外
国
人
と
の
交
流
等
の
活
動
を

取
り
入
れ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域

外
の
人
が
感
じ
る
小
国
の
魅
力
を
知
り
、
当

た
り
前
だ
と
感
じ

て
い
た
自
然
の
美

し
さ
や
人
の
温
か

さ
が
、
実
は
小
国

の
魅
力
で
あ
り
、

宝
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
学
ん
で
い

る
。
地
域
か
ら
は
、

小
国
の
活
性
化
の
一
助
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と

愛
の
醸
成
に
な
る
取
組
で
、
あ
り
が
た
い
と

称
賛
の
声
が
届
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
は
地
域
行
事
の
秋
ま
つ

り
と
学
習
発
表
会
を
同
日
開
催
と
し
た
。
地

域
の
方
は
児
童
の
発
表
や
作
品
を
自
由
に
鑑

賞
し
、
児
童
や
教
職
員
は
、
地
域
の
方
の
作

品
や
伝
統
芸
能
を
鑑
賞
す
る
機
会
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な

っ
た
地
域
に
開
か
れ
た
教
育
活
動
を
大
切
に

し
て
い
る
。�

（
龍
池　

明
美
）

　

秋
に
な
る
と
白
鳥
が
飛
来
す
る
こ
と
で
有

名
な
阿
賀
野
市
は
、
東
の
五
頭
連
峰
、
西
の

阿
賀
野
川
に
囲
ま
れ
、
豊
か
な
自
然
と
伝
統

あ
る
文
化
と
歴
史
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。

　

校
長
会
は
八
名
の
会
員
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
阿
賀
野
市
学
校
教
育
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
自
立
・
信
頼
・
共
生
」
の
具
現
化
を
目

指
し
て
、
年
間
十
三
回
の
定
例
会
や
研
修
会

を
中
心
に
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一　

幼
稚
園
・
中
学
校
長
会
と
の
連
携

　

市
内
の
幼
稚
園
と
中
学
校
、
合
わ
せ
て
十

四
園
校
で
毎
月
定
例
会
を
開
催
し
て
い
る
。

前
半
は
教
育
委
員
会
よ
り
指
導
を
い
た
だ
き
、

後
半
で
は
協
議
や
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

特
に
、
中
学
校
か
ら
の
情
報
は
、
小
学
校
で

も
課
題
解
決
に
直
結
す
る
内
容
が
多
く
、
学

校
運
営
上
の
視
点
を
増
や
す
上
で
の
貴
重
な

時
間
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
学
校
長
会

と
連
携
し
て
市
へ
の
要
望
書
を
作
成
し
、
教

育
現
場
の
声
を
広
く
伝
え
て
い
る
。

　

園
小
中
合
同
研
修
と
し
て
は
、
毎
年
六
月

に
管
理
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
今
年
度
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
下
越
教
育
事
務
所
学
校

支
援
第
一
課
長
を
講
師
に
招
き
、
演
習
も
含

め
て
ご
講
話
い
た
だ
い
た
。
改
め
て
日
々
の

学
校
運
営
や
教
育
管
理
の
大
切
さ
を
共
通
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
十
二
月
に
も
地
域

阿
賀
野
市
小
学
校
長
会

長
岡
市
立
小
国
小
学
校

各
校
長
の
学
校
運
営
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　
校
長
会
を
目
指
し
て

地
域
に
開
か
れ
た
「
共
育
」
の
推
進

～
地
域
行
事
と
学
校
行
事
の
協
働
を
大
切
に
し
た
取
組
～

郡 市
政令指定都市
だ よ り

学校経営に役立つ
情報満載

県小学校長会
ＨＰへアクセス


